
FUJITSU Thin Client FUTRO 導入事例

働き方改革をきっかけにシンクライアントFUTROを導入
コロナ禍で社員全員が常時リモートワーク体制へ移行しても
従来通り開発を継続し、製品・サービスの品質確保に貢献

最初は一部社員10名のリモートワーク用に20台のシンクライアント
端末の導入を想定
コロナ禍で状況が急変し、社員全員が常時リモートワーク可能な体制
へと転換
開発や業務を継続し、製品・サービスの品質を確保したことが最大の
成功要件

事例のポイント

株式会社アライドエンジニアリング 様
株式会社アライドエンジニアリング（以下、アライドエンジニアリング）は、東京
2020オリンピックを想定した混雑緩和と働き方改革推進をきっかけに、社員の2割
を対象にリモートワークの導入を計画。SCSKが提供する法人向けシンクライアント
「FUJITSU Thin Client FUTRO」（以下、FUTRO）シリーズを採用した。その後、新
型コロナウイルス感染拡大で社員全員が常時リモートワークを実施する必要に迫ら
れたが、FUTRO端末を追加導入することで、従来通り開発や業務を継続し、製品や
サービスの品質を確保することに貢献した。

　アライドエンジニアリングは、1997年に学術振興
会 未来開拓事業「ADVENTUREプロジェクト」のコ
アメンバーとして参 加し、2001年にその成 果 の
ADVENTUREシステムをベースとした大規模構造解
析ソフトウェア「ADVENTURECluster」を開発した
ベンチャーだ。独自のCGCG法（並列CG法による
有限要素法の構造解析ソルバと直接法とのハイブ
リッド解法）の活用により、高い並列効率とメモリ消
費量低減を両立させ、CAE業界に飛躍的な革新をも
たらした。2009年に文部科学大臣表彰科学技術賞
を受賞したほか、2013年には日本計算工学会技術

最初は一部社員10名のリモートワーク用に
20台のシンクライアント端末の導入を想定

背景・課題 賞も受賞するなど、大規模なモデル計算で高い評価
を得ている。また同社は、設計仕様から部品の仕様
を展開して製品の部品構成を定め、設計にフィード
バックをする設計支援システム「vDESIGN」の開発・
販売も行うほか、ADVENTUREClusterの導入を支
援する受託解析および解析コンサルティングサービ
スも実施している。
　そんなアライドエンジニアリングは、2020年6月
に全社員対象のリモートワークを開始。その基盤に
SCSKが 提 供する法 人 向けシンクライアントの
FUTROシリーズを採用した。
　きっかけとなったのは、2019年7月に開始したシ
ンクライアント導入プロジェクトだった。その背景に
ついて、アライドエンジニアリング システム開発事業
部 事業部長 西守 充氏は次のように説明する。「当
時、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大
会が開催される会場付近では、公共交通機関の混雑
緩和に向けた政府主導のリモートワーク推進キャン
ペーンが行われていました。それと平行し、2019年4
月からは多様な働き方を選択できる社会の実現を目
的とした働き方改革関連法が施行され、SCSKグルー
プも働き方改革を積極的に推進していました。その一
環で、当社もリモートワークの導入を計画したのです」
 　社員の8割以上がエンジニアで構成される同社
は、リモートでも業務が遂行しやすい条件が揃ってい

た。しかし、当時はまだ環境や手段が整っていな
かったと西守氏は打ち明ける。「さまざまな方法を
検討した結果、シンクライアントの活用を決め、そ
の環境構築のためのプロジェクトを開始しまし
た」。当初の計画では、2020年8月までに社員の
出社比率を7 ～8割に抑え、2 ～3割の社員が交
代で在宅勤務を行う予定だった。50数名の会社
なので、常時10名ほどがリモートワークを行う計
算となり、端末は無理なく入れ替えられる20台の
導入を想定した。

　シンクライアント方式の選定にあたっては、会
社のデスクトップ端末に遠隔からアクセスし、イ
メージの入出力だけで活用できる画面転送型が
望ましいと考えた。CPUやメモリなど端末側のリ
ソース負担を軽減できるからだ。また、端末は可
能な限り軽量・コンパクトなモデルを選択するこ
とも条件とした。シンクライアントシステム各社
の製品情報を収集し、比較検討した結果、SCSK
が提案したFUTROシリーズが最も条件に合うと
判断。13.3型ワイドウルトラ・スリムモバイルモ
デル「MU937」の採用が決定した。

「MU937の最大のメリットは、非常に薄くて軽い
ことです。800グラムを切るシンクライアント端
末は他でもあまり見かけません。リモートワーク
利用者が持ち運ぶことを想定し、可搬性の高さを
重視しました」と語るのは、アライドエンジニアリ
ング ADVC 事業部 サポート部長 中島 和彦氏
だ。また、シンクライアントに必要な安全機能が
盛り込 まれていたことにも注 目したという。
MU937のサポートOSにはWindows 10 IoT 
Enterprise 2016 LTSBが採用されており、悪意
のあるユーザーからシステムを保護する機能と、
安定性・信頼性の向上を実現する「ロックダウン
機能」が搭載されている。ストレージへの書き込

み制限や初期設定の保持、USBデバイスへのア
クセス制限、起動できるアプリの制限、書き込み
フィルター（ローカルストレージにデータを残さ
ない設定）など、セキュリティポリシーに合わせ
て容易にカスタマイズが可能になっている。「ソー
スコードなどの機密情報を持ち出すことができ
ないよう、ストレージにデータを保存できないタ
イプのシンクライアントを探していました。その
点でもMU937は安心して活用できる製品だと
感じました」と中島氏は語る。

試験運用を経て、2020年3月に20台のMU937
が導入され、本格運用が開始された。リモートワーク
利用者は自宅からVPN（仮想プライベートネットワー
ク）で会社のデスクトップ端末に接続し、画面イメー
ジを転送することで、会社で行っている日常業務を
そのまま再現することが可能となった。
　ところが、そこから状況が急変したと中島氏は
振り返る。「日本国内でも新型コロナウイルスの
感染拡大が始まり、4月には政府による緊急事態
宣言も発出されたことで、リモートワークに切り
替える企業が急増しました。当社も計画を見直
し、社員全員が常時リモートワーク可能な体制を
整える必要に迫られたのです」

社員全員にシンクライアント端末を配付するに
は、新たに30 台を調達しなければならない。そこ
で問題となったのがシンクライアント端末の逼迫
だった。リモートワーク需要が急速に拡大し、市
場のシンクライアント製品が品薄になる中で、必
要数を確保できなければ業務が停滞する可能性
もあった。「そうした中で貢 献してくれたのが
SCSKでした。メーカーと早期に折衝し、5月には
必要な数を確保できました。SCSKの協力がなけ
れば数ヶ月は遅れていたかもしれません。本当に
感謝しています」と中島氏は述べる。

6月からは社員全員が原則リモートワークで業
務を行い、感染拡大に備えることとなった。追加
された30 台のうち、数台は MU937よりディス
プレイサイズが大きい15.6 型ワイド モバイルモ
デル「FUTRO MA576」（以下、MA576）が導入
された。大きな画面が必要な社員に配慮した結
果だという。西守氏は、「MU937、MA576とも
リモートワーク用端末としてのパフォーマンスは
高く、インターフェースも安定稼働しているので、
業務遂行上の問題はほとんどありません」と高く
評価する。

　そして現在は緊急事態宣言も解除され、ほぼ
100％だったリモートワーク実施率も徐々に緩和
し、お客様サポート部門の担当者を中心に約2割
が出社している状況だという。

「今後は、シンクライアント端末側の設定やソフ
トウェアをリモートで安全にアップデートできる
よう、管理サーバー側の環境を整えるつもりで
す。FUTROシリーズでは端末側にリモートアッ
プデートに必要なアプリケーションとライセンス
が搭載されているので、サーバーを用意するだけ
低コストで実現できるのも大きなメリットです」
と中島氏は話す。また、リモートワークを継続す
る社員と、出社を始めた社員とのコミュニケー
ションがスムーズに取れるよう、少人数の特定メ
ンバー間で気軽に雑談やチャットができるシステ
ムなどの導入も検討しているという。
　西 守 氏 は 今 回 のプ ロジェクトを振り返り、

「SCSKの協力で大きな問題もなくリモートワー
ク環境を整えることができました。コロナ禍の不
自由な状況にあっても、事前にリモートワーク環
境を整えていたからこそ、従来通りの開発や業務
を継続し、製品やサービスの品質を確保したこと
が最大の成功要件だと考えています。恐らく今後
もリモートワークは継続していくでしょう。その
ため、シンクライアント環境より使いやすく改善
することが 次なる目 標となります。引き続き
SCSKのサポートを期待しています」と語る。

お客様プロフィール

1981年設立。ADVENTUREプロジェクト（日本
学術振興会 未来開拓推進事業）の成果をベース
に独自に開発した並列CAEシステム「ADVEN-
TURECluster」をポートフォリオの主力とする。
また部品構成作成支援システム「v-DESIGN」の
販売も行うほか、ADVENTUREClusterを利用
したメッシュ作成・数値解析の受託および解析コ
ンサルティングサービスも実施している。2015
年にはSCSK株式会社の100％子会社となった。
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FUJITSU Thin Client FUTRO 導入事例

　1908年の創業以来、主として服飾関連資材を提供
たモリトは、現在、自動車・鉄道などの内装品、

ホームセンターなどで販売する生活関連資材、ECO
に特化したアパレル資材など幅広い商品を提供し、ビ
ジネス領域を拡大させている。2019年にはホール
ディングス体制へ移行し、グループ経営を行うモリト

会社と、事業推進を行うモリトジャパン株式会社
に組織を分け、新たなスタートをきった。
ビジネス領域の拡大、ホールディングス体制への移
いう流れのなかで、経営の管理レベルを強化して
ープ全体の価値を高めようと取り組んだのが、基

幹業務を担うERPをより使いこなすということだった。
「当社では2014年からERPとしてSAPを導入しまし
たが、まだ十分にSAPを活かしきれていませんでした。
そこで、さまざまな業務管理・業績管理などの面でも
SAPの活用を進めていこうと考えたのです」と話すの
は、ITソリューション部 部長の山本 敬博 氏だ。
より深くSAPを活用するには、SAPを熟知し、どう活
用すべきかをアドバイスしてくれるパートナーが必要
になる。そこでモリトでは、日々の保守運用業務に加
えSAP活用のアドバイスを行ってくれるパートナー選
定に乗り出した。
「当社が求めていたのは、通常の保守運用業務はも
ちろんのこと、より深く、より賢くSAPを使いこなすた

です。また、DXが叫ばれる中で、ERP領域だけでなく、

た。しかし、当時はまだ環境や手段が整っていな
かったと西守氏は打ち明ける。「さまざまな方法を
検討した結果、シンクライアントの活用を決め、そ
の環境構築のためのプロジェクトを開始しまし
た」。当初の計画では、2020年8月までに社員の
出社比率を7～8割に抑え、2～3割の社員が交
代で在宅勤務を行う予定だった。50数名の会社
なので、常時10名ほどがリモートワークを行う計
算となり、端末は無理なく入れ替えられる20台の
導入を想定した。

　シンクライアント方式の選定にあたっては、会
社のデスクトップ端末に遠隔からアクセスし、イ
メージの入出力だけで活用できる画面転送型が
望ましいと考えた。CPUやメモリなど端末側のリ
ソース負担を軽減できるからだ。また、端末は可
能な限り軽量・コンパクトなモデルを選択するこ
とも条件とした。シンクライアントシステム各社
の製品情報を収集し、比較検討した結果、SCSK
が提案したFUTROシリーズが最も条件に合うと
判断。13.3型ワイドウルトラ・スリムモバイルモ
デル「MU937」の採用が決定した。
「MU937の最大のメリットは、非常に薄くて軽い
ことです。800グラムを切るシンクライアント端
末は他でもあまり見かけません。リモートワーク
利用者が持ち運ぶことを想定し、可搬性の高さを
重視しました」と語るのは、アライドエンジニアリ  「今後は、シンクライアント端末側の設定やソフ

トウェアをリモートで安全にアップデートできる
よう、管理サーバー側の環境を整えるつもりで
す。FUTROシリーズでは端末側にリモートアッ
プデートに必要なアプリケーションとライセンス
が搭載されているので、サーバーを用意するだけ
低コストで実現できるのも大きなメリットです」
と中島氏は話す。また、リモートワークを継続す
る社員と、出社を始めた社員とのコミュニケー
ションがスムーズに取れるよう、少人数の特定メ
ンバー間で気軽に雑談やチャットができるシステ
ムなどの導入も検討しているという。
西守氏は今回のプロジェクトを振り返り、

「SCSKの協力で大きな問題もなくリモートワー
ク環境を整えることができました。コロナ禍の不
自由な状況にあっても、事前にリモートワーク環
境を整えていたからこそ、従来通りの開発や業務
を継続し、製品やサービスの品質を確保したこと
が最大の成功要件だと考えています。恐らく今後
もリモートワークは継続していくでしょう。その
ため、シンクライアント環境より使いやすく改善
することが次なる目標となります。引き続き
SCSKのサポートを期待しています」と語る。

コロナ禍で状況が急変し、社員全員が
常時リモートワーク可能な体制へと転換

解決策と効果

された30 台のうち、数台はMU937よりディス
プレイサイズが大きい15.6 型ワイド モバイルモ
デル「FUTRO MA576」（以下、MA576）が導入
された。大きな画面が必要な社員に配慮した結
果だという。西守氏は、「MU937、MA576とも
リモートワーク用端末としてのパフォーマンス
は高く、インターフェースも安定稼働しているの
で、業務遂行上の問題はほとんどありません」と
高く評価する。

　そして現在は緊急事態宣言も解除され、ほぼ
100％だったリモートワーク実施率も徐々に緩
和し、お客様サポート部門の担当者を中心に約2
割が出社している状況だという。

ング ADVC 事業部 サポート部長 中島 和彦氏
だ。また、シンクライアントに必要な安全機能が
盛り込まれていたことにも注目したという。
MU937のサポートOSにはWindows 10 IoT
Enterprise 2016 LTSBが採用されており、悪意の
あるユーザーからシステムを保護する機能と、安
定性・信頼性の向上を実現する「ロックダウン機
能」が搭載されている。ストレージへの書き込み
制限や初期設定の保持、USBデバイスへのアクセ
ス制限、起動できるアプリの制限、書き込みフィ
ルター（ローカルストレージにデータを残さない
設定）など、セキュリティポリシーに合わせて容
易にカスタマイズが可能になっている。

「ソースコードなどの機密情報を持ち出すことが
できないよう、ストレージにデータを保存できな
いタイプのシンクライアントを探していました。
その点でもMU937は安心して活用できる製品だ
と感じました」と中島氏は語る。
  試験運用を経て、2020年3月に20台のMU937
が導入され、本格運用が開始された。リモート
ワーク利用者は自宅からVPN（仮想プライベート
ネットワーク）で会社のデスクトップ端末に接続
し、画面イメージを転送することで、会社で行っ
ている日常業務をそのまま再現することが可能と
なった。
　ところが、そこから状況が急変したと中島氏は
振り返る。「日本国内でも新型コロナウイルスの
感染拡大が始まり4月には政府による緊急事態宣
言も発出されたことで、リモートワークに切り替
える企業が急増しました。当社も計画を見直し、
社員全員が常時リモートワーク可能な体制を整え
る必要に迫られたのです」
 社員全員にシンクライアント端末を配付するに
は、新たに30台を調達しなければならない。そこ
で問題となったのがシンクライアント端末逼迫
だった。リモートワーク需要が急速に拡大し、市
場のシンクライアント製品が品薄になる中で、必
要数を確保できなければ業務が停滞する可能性も
あった。「そうした中で貢献してくれたのが
SCSKでした。
メーカーと早期に折衝し、5月には必要な数を確
保できました。SCSKの協力がなければ数ヶ月は
遅れていたかもしれません。本当に感謝していま
す」と中島氏は述べる。

開発や業務を継続し製品・サービスの
品質を確保したことが最大の成功要件

　6月からは社員全員が原則リモートワークで業
務を行い、感染拡大に備えることとなった。追加

今後の展望
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アライドエンジニアリング様 開発基盤、
グループIT基盤

端末、開発システムVPN＆
FW＆
IPS ・・

インターネット

二段階認証
VPN接続

二段階認証
VPN接続

二段階認証
VPN接続

二段階認証
VPN接続

自宅など
場所を選ばず
業務遂行

※本イメージは簡略図です。

FUJITSU Thin Client FUTRO
によるセキュアリモートワーク
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